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　白のユニフォーム山形商業高校は#４・６・７・８・９、黒のユニフォーム鶴岡信用金庫ハリーホットクラブ
は#５・６・９・１０・１３がスターティングメンバー。山形商業高校オールコートマンツーマンディフェスに対
し、鶴岡信用金庫ハリーホットクラブは２－３ゾーンディフェンスでスタートする。黒＃５の連続シュートで
始まったが、白＃４の３Ｐと＃７のシュートで山形商業高校がリードする。一進一退の攻防がつづくが、白
＃９，＃８の３Ｐシュートで突き放しにかかる。しかし、黒のドライブで食い下がり２４－２１で山形商業高校
の３点リードで第１ピリオドが終了する。
　第２ピリオド、黒は引き続き２－３ゾーンディフェンス、白はハーフコートマンツーマンディフェスでスタート
する。出だし、白のシュートが落ちる間に、黒は＃１３のミドルシュートによる連続得点等で残り６分に１点
差まで差を縮める。その後白＃７のシュートで３点差となった残り５分で黒１回目のタイムアウト。タイムア
ウト終了後、白＃６のフリースロー、黒＃５のシュートが入るものの、その後３分間、お互いにシュートが
なかなか決まらない。残り１分で白＃５の３Ｐシュート、＃９の得点により、前半４０－３３で白が７点リード
して終わる。
　第３ピリオド、両者第２ピリオドと同様のディフェンスでスタートする。序盤、白は黒のゾーンディフェンス
をなかなか崩せない中、黒＃５の連続得点で差を縮め、黒＃１１のシュートが決まり、残り５分のところで
同点に追いつく。しかし、白＃９が得点、白＃９にフリースローを与えたところで、黒がタイムアウトをとる。
フリースローを決められ４点差となる。黒はディフェンスをマンツーマンディフェスにしたが、白＃５、４の連
続３Ｐシュートで１０点差になったところで、たまらず黒タイムアウト。黒は２－３ゾーンディフェンスに戻す。
その後、お互いにシュートを決め合い、５７－４７で白１０点リードして終わる。
　第４ピリオド、両チームともここまでと同様のディフェンス。黒＃１３、５がシュートを決めるも、白＃５の連
続３Ｐシュートにより１４点差となり、黒は、残り８分で最後のタイムアウトをとる。タイムアウト後、黒はディ
フェンスをマンツーマンディフェスに変える。お互いに得点を決めあうものの、残り５分ころから白が相手
のミスやリバウンドから効果的に得点を決め、８６－６６で山形商業高校が勝利する。
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